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　現場活動に役立つ予防知識向上のため、消防用設備等の使用方法、誤作動・誤操作対応、危険物災
害の対応等について「現場隊員特化型の予防教育プログラム」を開始し、そのマニュアルを作成した点、
また、これを映像資料とし全職員が必要な時に視聴できるオンデマンド型の配信を行った点は先進的
かつ全国の模範となる。

　それぞれのシートを有効活用するために指令センターと連携し、各消防車両に搭
載している出動指令装置（AVM端末）にデータを組み込み、出場途上や現場でも
素早く閲覧できるようにし、先着出場隊員の安全管理など初動体制を支援した。

3　現場活動に直結した新人への予防教育
　新人職員が初任教育時にそれぞれの採用消防本部で行う所属研修では、以前は予
防業務の説明や、初任教育予防科目の復習をメインとしていたが、修業後の現場活
動を見据え「現場に役立つ予防知識」にシフトチェンジし、連結送水管や排煙設備、
危険物・ガス漏洩事故の対応等について、座学だけでなく資器材の取扱いも行い、
現場直結型の研修を行うことで予防の知識が「将来役に立つかもしれない知識」か
ら「すぐに役に立つ知識」として認識させていくこととした。

1　消防用設備等活用マニュアル（現場隊員用）の作成
　現場隊員から特に要望の多かった消防用設備等の教育に
ついては、一度限りの集合研修で終わらせるのではなく、
現場隊員の共通知識として継続して活用でき、次世代への
伝承の礎となるよう、現場隊員用の「消防用設備等活用マ
ニュアル」を警備課とタイアップして作成した。

　マニュアルでは隊員が火災現場で使用す
る「消火活動上必要な施設」を含めた各種
消防用設備等の他、水圧解錠式シャッター
や非常用エレベーター等、計 23設備を掲載し各操作方法、復旧方法等につい
てそれぞれ画像や動画QRコード付きで説明しつつ、隊員目線での現場活動時
における注意点や豆知識を随所に盛り込んだ。
　また、マニュアルの作成過程で得た映像資料等のさらなる活用方法として、
設備操作の職員向け動画を並行して制作し、職員共有サーバーを通じて全職員
が必要な時に必要な映像資料を視聴できるオンデマンド型の配信を行った。

2　危険物火災・不明危険物の初動対応シートの作成
　危険物火災で現場隊員が判断に苦慮する各危険物に応じた資器材の選定や消
火方法等が一目でわかるよう、「危険物火災対応シート」を作成し、さらに管内
の関西国際空港で度々発生する海外貨物からの不明危険物の漏洩事案では、外
国語表記の貨物外装ラベルにより内容物の特定が困難な場合があるため、SDS
やイエローカード、国際規格の IMOラベル等の見方をまとめ、危険性の判断
や活動方針の参考とする「不明危険物アプローチシート」についても作成した。

　当消防本部では、消防学校初任教育を修業した新人職員のほとんどが現場経験を積むため警
防要員として配置され、初任教育で予防科目を履修はしているものの、数年経つと専門性の高
い予防業務への忌避意識が強くなる傾向がある。
　現場活動では予防の知識を要する場面が多いにもかかわらず、予防未経験の現場隊員に対す
る予防教育が十分ではなく、以前より現場隊員からは「消火活動上必要な施設」を含む消防用
設備等の使用方法、誤作動・誤操作対応等現場での応急対応、危険物災害の対応等についての
研修を望む声が多かった。
　上記の現場隊員のニーズに応えるべく考えた結果、専門的で難解な予防知識を現場隊員にそ
のまま詰め込むのではなく、現場活動に役立つ予防知識として発信していく『現場隊員特化型
の予防教育プログラム』を開始した。
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予防の知識を現場に活かせ！
～ 現場隊員特化型の予防教育

プログラム～

特記事項
　当消防本部では令和 4年度より警防査察を開始したこともあり、予防の知識は多くの職員
にとって必要不可欠なものとなりつつある。
　従来の「予防要員の育成プログラム」に加えて今回のプログラムを推進し、各職員のニーズ
に応えていくことで職員全体に予防課の取り組みや目的が浸透し、予防係を志す若手職員の増
加だけでなく、その先にある「組織全体を強くし、住民の生命、身体及び財産を災害から守る」
ことに繋がることを目指していく。

背　景

内　容

消防用設備等活用マニュアル（現場隊員用）

各シートは現場でもすぐにチェック！

連結送水管

3階∼10階･地下街･ｱｰｹｰﾄﾞの放水口

◆ 放水口は、階段室、非常用EVの乗降ロビー等で消防隊が有効に消火活動を行える位置に設置
◆ 放水口からの水平距離：３階以上の階・地下街➡50m以内 アーケード➡ 25m以内
◆ 11階以上の階は双口形とし、ホース4本及び筒先2本を放水口格納箱に設置
◆ 放水口の接続口は床から0.5m～１mの高さに設置

中は放水口のみ

放水口2口+ホース4本+筒先2本
※放水口が各階に設置される場合
はホース2本+筒先1本でも可
(高層建築物に係る防災指導基準より)

単口形放水口箱

11階以上の放水口

双口形放水口箱

２ 放水口

水圧が高くなる放水口

消防ポンプ自動車から送水後、消防隊が放水口にホース（65㎜）を接続すれば消火活動ができる。
※ 50㎜ホース専用の放水口の場合もある。

水圧が高くなる放水口［ブー
スターポンプの二次側(出口側)
からの落差及び中間水槽からの
落差が70m超］には、定流量器
（圧力調整器）が設置される。

定流量器（圧力調整器）

放水口の使用 ココに注意！
◆ 筒先圧力の調整は、放水口バルブで行うことが基本。
◆ 多口放水中に急激な筒先の閉鎖は他の筒先に高圧がかかるため、一度噴霧注水に切り替えたのち閉鎖する。
◆ 定流量器付きの放水口からガンタイプノズルで放水する場合、定流量器の規定流量がガンタイプノズルの

放水流量領域を上回るため減圧しない！ ➡ 放水口バルブを徐々に開けて使用すること。
◆ 放水口に直接分岐管の接続はしない！（急激な圧力上昇の際に危険であるため）

消火活動上必要な施設 職員向け動画（連結送水管）

危険物火災対応シート 不明危険物アプローチシート

第３類危険物（自然発火性物質・禁水性物質）火災
代表されるもの
アルキルアルミ二ウム

（トリエチルアルミニウム）

ナトリウム（金属ナトリウム、金属ソーダ、金

曹）

黄りん

(りん、白りん)

カルシウム ／ バリウム ／ リチウム （金属リチウム）／ 水酸化リチウム

ジエチルアルミニウムクロライド ／ トリクロロシラン

ブチルリチウム（三塩化シラン、シリコクロロホルム）

水酸化ナトリウム（水酸化ソーダ） ／ カルシウムカーバイド

資機材等

消火方法
乾燥砂

粉末消火器使用可 ･･･アルキルアルミ二ウム、ジエチルアルミニウムクロライド、トリクロロシラン、ブチルリチウム、黄りん、カルシウムカーバイド

二酸化炭素消火器使用可 ･･･トリクロロシラン、水酸化ナトリウム、カルシウムカーバイド

注意点
吸入、素肌の接触厳禁 ／ 空気又は水と接触すると直ちに危険性（発火・有毒ガス発生等）が生じる

多くは自然発火性と禁水性の両方の危険性有 ／ 自然発火性物品は、空気、炎、火花、高温体との接触又は加熱を避ける

禁水性物品は、水との接触を避ける ／ 保護液を要する物品は、保護液から露出させない

乾燥砂 粉末消火器（一部のみ）粉末消火器（一部のみ） 二酸化炭素消火器（一部のみ）

高 低
危険性

空気又は水と接触すると危険（発火・有毒ガス発生等）

空気呼吸器 耐熱服（大火災のみ）

熱

危険物等の判断材料

容器ラベル 安全データシート（SDS） 容器イエローカード

IMDG ｺｰﾄﾞ（IMO ﾗﾍﾞﾙ） ＧＨＳラベル NFPA ラベル

※ 法令義務ではないものもあるため、すべて貼り付けられているわけではありません。

  各資料の詳細は次ページ以降を参照してください。

現場直結型の新人研修

　本プログラムと並行して不明危険物の漏洩事故等、予防関係事案への支援出動や警防訓練時の
プランニングにも参画する等、各方面からアプローチをした結果、予防要員と現場隊員の垣根を
超え、予防課で企画する職員向け研修には予防担当だけではなく、普段警防業務に従事している
職員の積極的な参加もみられるなど、組織内での予防業務に対する認識に明らかな変化を感じる。
　また、若手職員も予防の知識に触れる機会が増えたことで予防業務を前向きに捉える意見が
多くなり、以前はほぼ皆無であった予防係を希望する若手職員が増加するなど、予防業務にも
良い影響をもたらしている。

成　果

各種災害での支援出動 職員研修（大型消火器取扱い） 予防係志望者も増加中！
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